
9 

 

 

         

「
カ
フ
ỽ
・
ジ
ἀ
ル
ダ
ン
」
１
話 

小
竹
理
央 
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○
カ
フ
ỽ
『
ジ
ἀ
ル
ダ
ン
』
・
外
(
朝
) 

 
 

 

篠
崎
麻
衣
(
２
８
)
、
時
計
を
見
て
疾
走
。 

麻
衣
「
も
う
ま
ず
い
よ
、
遅
刻
だ
よ
」 

 
 

 

麻
衣
、
ジ
ἀ
ル
ダ
ン
前
を
通
過
。 

 
 

 

靴
が
脱
げ
て
、 

麻
衣
「
あ
ổ
も
う
」 

 
 

 

靴
を
履
き
直
す
。

 

 
 

 

店
員
・
五
十
嵐
光
(
２
６
)
、
高
速
で
過
ぎ

る
麻
衣
の
気
配
で
店
内
か
ら
外
を
見
る
。 

客
「
光
君
、
明
日
も
シ
フ
ト
入
ỵ
て
ま
す
か
？
」 

光
「
入
ỵ
て
ま
す
よ
、
静
香
さ
ん
に
会
い
た
い
か
ら
」 

客
「
(
照
れ
て
)
え
ổ
じ
Ỷ
あ
明
日
も
来
ま
す
」 

光
「
(
笑
顔
)
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

○
青
空
公
園
(
朝
) 

 
 

 

子
供
が
多
く
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
る
麻
衣
。 

麻
衣
「
ご
め
ん
ね
、
通
る
ね
Ộ
」 

 
 

 

走
る
麻
衣
。 

 
 

 

公
園
の
全
景
と
誰
も
い
な
い
ベ
ン
チ
。 
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○
駅
・
階
段
(
朝
) 

 
 

 

ベ
ビ
ổ
カ
ổ
を
持
ỵ
て
下
る
女
性
。 

 
 

 

麻
衣
、
女
性
を
横
目
に
階
段
下
ま
で
走
る
。

女
性
の
方
を
振
り
返
り
、

 

麻
衣
「
今
は
時
間
無
い
の
に…

あ
あ
、
も
う
」 

 
 

 

と
女
性
に
駆
け
寄
る
。 

麻
衣
「
手
伝
い
ま
す
」 

女
性
「
親
切
に
ど
う
も
Ộ
」 

 
 

 

麻
衣
、
階
段
を
下
り
き
ỵ
て
、

 

麻
衣
「
す
み
ま
せ
ん
、
失
礼
し
ま
す
」 

 
 

 

一
礼
し
て
ダ
ỿ
シ
ἁ
。 

女
性
「
あ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す…

」 

 

○
電
車
・
社
内
(
朝
) 

 
 

 

麻
衣
、
恵
比
寿
駅
が
目
前
で
扉
の
前
に
て
、 

麻
衣
「
早
く
し
て…

」 

 
 

 

男
性
１
立
ち
上
が
り
、
男
性
２
と
対
峙
。 

男
性
１
「
お
い
、
お
前
俺
の
財
布
盗
ỵ
た
ろ
？
」 

男
性
２
「
は
！
盗
ỵ
て
ね
え
よ
？
」 
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男
性
１
「
あ
？
鞄
見
せ
ろ
」 

麻
衣
「
何
喧
嘩
？…

早
く
着
い
て…

」 

男
性
２
「
盗
ỵ
た
証
拠
あ
ん
の
か
よ
？
」 

男
性
１
「
な
ん
だ
そ
の
態
度
？
」 

 
 

 

麻
衣
、
下
を
向
く
と
財
布
が
落
ち
て
い
る
。 

麻
衣
「
あ…

誰
も
気
付
い
て
な
い
わ
け

…

？
」 

 
 

 

恵
比
寿
駅
、
到
着
。 

麻
衣
「
な
ん
で
よ
り
に
よ
ỵ
て
今…

」 

男
性
１
「
(
胸
倉
掴
ん
で
)
出
せ
よ
こ
ら
」 

男
性
２
「
盗
ỵ
て
ね
ỳ
よ
」 

麻
衣
「
(
財
布
を
拾
い
)
す
い
ま
せ
ん
、
財
布
、
そ

こ
に
落
ち
て
ま
し
た
。
失
礼
し
ま
す
」 

男
性
１
・
２
「
え
？
」 

 
 

 

ド
ア
が
閉
ま
り
、
麻
衣
降
り
損
ね
る
。 

麻
衣
「
あ
、
待
ỵ
て
、
降
ろ
し
て
！
降
ろ
し
て
ỵ

て
ば…

」 

男
性
２
「
助
け
て
く
れ
た
の
に
、
残
念
だ
ỵ
た
ね
ỳ
」 

 
 

 

肩
を
落
と
す
麻
衣
。 

麻
衣
「
遅
刻
確
定
だ…

」 

麻
衣
Ｎ
「
こ
れ
は
出
版
社
に
向
か
う
、
２
８
歳
の
私
。
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私
が
小
説
家
に
な
る
ま
で
の
物
語
は
小

学
校
時
代
に
遡
る
」

 

 

○
小
学
校
・
教
室
(
夕
) 

 
 

 

麻
衣
(
１
０
)
、
先
生
の
前
に
立
つ
。 

麻
衣
Ｎ
「
私
が
小
学
４
年
生
の
頃
」

 

先
生
「
麻
衣
ち
Ỷ
ん
は
作
文
が
得
意
な
の
ね
。
今
年

の
読
書
感
想
文
、
２
組
の
中
で
一
番
出
来

が
良
か
ỵ
た
の
よ
Ộ
」 

麻
衣
「
先
生
あ
り
が
と
う
！
」 

麻
衣
Ｎ
「
そ
の
年
、
初
め
て
学
年
だ
よ
り
に
掲
載
さ

れ
た
」 

 

○
中
学
校
・
教
室
(
夕
) 

 
 

 

麻
衣
(
１
４
)
、
成
績
表
を
見
る
。 

先
生
が
来
る
。 

麻
衣
Ｎ
「
中
学
校
の
時
も
」 

先
生
「
篠
崎
の
書
く
読
書
感
想
文
は
面
白
い
な
！
将

来
は
小
説
家
か
ổ
？
」

 

麻
衣
「
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
す
！
」 
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成
績
表
の
点
数
は
全
て
５
０
点
以
下
。 

麻
衣
Ｎ
「
国
語
も
数
学
も
歴
史
も
化
学
も
得
意
じ
Ỷ

な
か
ỵ
た
。
け
ど
文
才
だ
け
は
飛
び
抜

け
て
た
。
学
年
で
も
３
本
の
指
に
入
ỵ

て
い
た…
と
思
う
」 

 

○
大
学
・
中
庭 

 
 

 

麻
衣
(
２
０
)
、
ス
マ
ホ
で
『
フ
Ỻ
ン
タ
ジ

ア
出
版
コ
ン
ク
ổ
ル
結
果
』
を
見
る
。

 

麻
衣
Ｎ
「
だ
か
ら
当
然
、
自
分
に
は
才
能
が
あ
る
と

思
ỵ
て
。
大
学
生
の
時
、
小
説
の
コ
ン

ク
ổ
ル
に
応
募
し
て
」 

麻
衣
「
お
願
い
！
神
様
、
ど
う
か…

」 

 
 

 

ス
ク
ロ
ổ
ル
す
る
と
『
優
勝
者 

篠
崎
麻
衣
』

の
文
字
。 

麻
衣
「
う
ổ
し
Ỹ
い
！
」 

 
 

 

周
り
の
学
生
、
麻
衣
に
注
目
。 

 
 

 

口
を
押
え
て
も
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。 

麻
衣
Ｎ
「
独
創
的
な
世
界
観
が
評
価
さ
れ
て
、
晴
れ

て
憧
れ
の
小
説
家
デ
ビ
ἁ
ổ
を
果
た
し
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た
」 

 

○
出
版
社
・
会
議
室 

 
 

 

麻
衣
、
上
田
武
志
(
５
３
)
、
石
岡
涼
子

(
２
７
)
が
座
ỵ
て
い
る
。 

麻
衣
「
え
！
販
売
停
止
で
す
か
！
？
で
も
ど
う
し
て

そ
ん
な
急
に…

」 

上
田
「
急
ỵ
て
こ
と
も
な
い
だ
ろ
？
本
当
は
薄
々
気

付
い
て
た
く
せ
に
。
現
実
見
る
時
ỵ
て
こ

と
な
ん
じ
Ỷ
な
い
の
？
」 

 
 

 

麻
衣
、
言
い
返
せ
な
い
と
い
う
目
で
上
田
を

見
る
。

 

上
田
「
こ
の
際
は
ỵ
き
り
言
わ
し
て
も
ら
う
け
ど
、

篠
崎
さ
ん
の
小
説
面
白
く
な
い
ん
だ
よ
。

リ
ア
リ
テ
ỻ
ỵ
て
の
が
な
い
じ
Ỷ
な
い
」 

麻
衣
Ｍ
「
フ
Ỻ
ン
タ
ジ
ア
出
版
が
な
ん
で
リ
ア
リ
テ

ỻ
追
求
す
る
の
よ
？
」

 

麻
衣
「
そ
れ
は
編
集
⾧
の
主
観
で
す
よ
ね
？
」

 

上
田
「
新
作
の
発
行
部
数
は
二
千
部
。
実
際
売
れ
た

部
数
千
部
未
満
。
数
字
は
嘘
つ
か
な
い
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よ
？
」 

麻
衣
「
で
も

…

」 

上
田
「
あ
と
石
岡
さ
ん
、
あ
れ
出
し
て
」 

 
 

 

石
岡
、
読
者
ア
ン
ケ
ổ
ト
を
出
す
。 

上
田
「
ほ
ら
こ
れ
。
ぶ
ỵ
飛
び
す
ぎ
て
意
味
わ
か
ん

な
い
！
つ
ま
ら
な
す
ぎ
て
金
返
し
て
ほ
し

い
！
宇
宙
人
と
火
星
人
の
恋
と
か
誰
に
需

要
あ
ん
だ
よ
？
」 

石
岡
「
(
麻
衣
に
)
顔
色
悪
い
で
す
よ
、
大
丈
夫
で

す
か
？
」 

上
田
「
つ
ま
り
、
世
間
は
篠
崎
さ
ん
の
作
品
欲
し
て

な
い
の
。
分
か
る
？
利
益
面
で
も
君
の
作

品
は
プ
ラ
ス
ど
こ
ろ
か
マ
イ
ナ
ス
」 

麻
衣
「…

悪
い
と
こ
ろ
は
直
し
ま
す
」 

上
田
「
悪
い
所
直
す
よ
り
、
派
遣
と
か
バ
イ
ト
探
し

た
方
が
い
い
ん
じ
Ỷ
な
い
の
こ
れ
」

 

 
 

 

麻
衣
、
手
を
ぎ
ỷ
ỵ
と
握
り
し
め
る
。 

上
田
「
ま
、
と
に
か
く
こ
れ
は
決
定
事
項
だ
か
ら
」 

 
 

 

上
田
が
席
を
立
ち
、
追
う
麻
衣
。 

麻
衣
「
実
は
新
し
い
案
が
浮
か
ん
で
て
、
天
使
が
赤
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ワ
イ
ン
を
飲
ん
だ
ら
バ
ン
パ
イ
ア
と
入
れ

替
わ
る
と
か
空
か
ら
落
ち
て
き
た
河
童
が

恋
を
す
る
と
か…

」 

 
 

 

上
田
、
ド
ア
を
バ
ン
ỿ
と
閉
め
て
風
が
麻
衣

の
顔
に
直
撃
。 

麻
衣
「
あ
Ự…

も
う
な
ん
で
よ…

」 

石
岡
「
こ
の
よ
う
な
形
に
な
り
、
麻
衣
さ
ん
に
は
申

し
訳
な
い
で
す
」 

麻
衣
「
石
岡
さ
ん
が
謝
る
こ
と
じ
Ỷ
な
い
で
す
。
私

の
問
題
で
す…

」 

石
岡
「
で
も
す
み
ま
せ
ん
」 

 

○
コ
ン
ビ
ニ
・
中
(
夜
) 

 
 

 

麻
衣
、
漫
画
コ
ổ
ナ
ổ
を
通
る
。 

 
 

 

梶
田
桜
(
２
６
)
、
バ
イ
ト
着
で
漫
画
を
並

べ
て
い
る
。 

桜
「…

い
ら
ỵ
し
Ỷ
ổ
せ
ổ
」 

 
 

 

麻
衣
、
ポ
テ
チ
と
ビ
ổ
ル
と
ア
イ
ス
を
無
造

作
に
籠
へ
入
れ
て
、
レ
ジ
に
向
か
う
。 

麻
衣
「
す
み
ま
せ
ổ
ん
」

 



18 

 

 
 

 

桜
、
ダ
ル
そ
う
に
レ
ジ
へ
。 

桜
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
」 

 
 

 

桜
、
次
々
商
品
を
ス
キ
ἀ
ン
。

 

桜
「
３
円
で
す
が
、
袋
い
り
ま
す
か
？
」 

麻
衣
「
お
願
い
し
ま
す
」 

桜
「
１
５
点
で
合
計
２
５
６
４
円
で
す
」 

 
 

 

麻
衣
、
財
布
を
見
る
と
残
金
５
４
０
円
。 

麻
衣
「
え
ỵ
と
、
じ
Ỷ
、
カ
ổ
ド
で
」

 

 
 

 

桜
、
カ
ổ
ド
を
機
械
に
差
し
込
む
と
エ
ラ
ổ

が
表
示
さ
れ
る
。 

桜
「
使
え
な
い
み
た
い
で
す
」 

麻
衣
「
え
？
そ
ん
な
は
ず
な
い
の
に…

じ
Ỷ
あ
こ
れ

と
、
こ
れ
と
こ
れ
戻
し
て
も
ら
え
ま
す

か
？…

あ
、
あ
と
袋
も
い
ら
な
い
で
す
」 

桜
「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」 

 
 

 

麻
衣
、
商
品
を
鞄
に
詰
め
込
み
コ
ン
ビ
ニ
を

出
る
。

 

桜
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ổ
」 

 
 

 

鞄
に
詰
め
込
ん
だ
ビ
ổ
ル
が
落
ち
る
。 

麻
衣
「
私
の
ビ
ổ
ル…

」 
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麻
衣
、
泣
く
の
を
堪
え
て
ビ
ổ
ル
を
拾
う
。 

 
 

 
フ
ổ
ド
を
被
ỵ
た
光
、
麻
衣
と
す
れ
違
い
で

店
内
へ
。

 

 
 

 

レ
ジ
に
て
、 

光
「
こ
れ
あ
ỵ
た
め
て
く
だ
さ
い
」

 

桜
「
こ
れ
漫
画
で
す
け
ど
(
顔
上
げ
る
)
」 

光
「
漫
画
で
す
よ
」 

桜
「
光
！
」 

光
「
寂
し
く
て
会
い
に
来
ち
Ỷ
ỵ
た
」

 

 
 

 

光
と
桜
、
談
笑
し
て
仲
の
い
い
雰
囲
気
。 

 

○
マ
ン
シ
ἂ
ン
・
郵
便
受
け
(
夜
)

 

 
 

 

麻
衣
、
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
の
チ
ラ
シ
を
取
る
。 

麻
衣
「
バ
イ
ト
し
た
方
が
い
い
ỵ
て
こ
と
？
時
給
１

５
０
０
円
か…

今
の
給
料
よ
り
高
い
し
」 

 
 

 

隣
人
(
３
０
２
号
室
)
の
郵
便
受
け
か
ら
複

数
の

か
わ

い

い
手

紙
が
飛

び
出
し

て
い

る

。 

麻
衣
「…

今
時
ラ
ブ
レ
タ
ổ
？
」

 

 
 

 

麻
衣
、
軽
く
郵
便
物
を
触
る
と
大
量
の
手
紙

が
飛
び
出
す
。 
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麻
衣
「
わ
Ự
！
な
ん
で
鍵
空
い
て
ん
の
よ
？
」 

麻
衣
、
床
の
手
紙
を
か
き
集
め
る
と
涙
が

頬
を
伝
う
。

 

何
故
か
可
笑
し
く
て
笑
う
。 

麻
衣
「
大
し
た
事
な
い
ỵ
て
」 

 

○
同
・
麻
衣
の
家
・
中
(
夜
) 

 
 

 

麻
衣
の
携
帯
に
通
知
が
来
る
。

 

 
 

 

開
く
と
『
ク
レ
ジ
ỿ
ト
カ
ổ
ド
不
正
利
用
』

の
文
字
が
。

 

麻
衣
「
不
正
利
用
？…

だ
か
ら
あ
の
時…
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
麻
衣
の
回
想
) 

 
 

 

コ
ン
ビ
ニ 

麻
衣
「
え
ỵ
と
、
じ
Ỷ
、
カ
ổ
ド
で
」

 

桜
、
カ
ổ
ド
を
機
械
に
差
し
込
む
と
エ
ラ

ổ
が
表
示
さ
れ
る
。 

桜
「
使
え
な
い
み
た
い
で
す
」 

麻
衣
「
え
？
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

 
 

 

麻
衣
、
ベ
ỿ
ド
に
寝
転
が
り
、 
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麻
衣
「
今
日
は
神
様
ご
機
嫌
斜
め
？
な
ら
早
く
機
嫌

直
し
て
よ
」 

静
か
に
泣
く
。 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
時
間
経
過
) 

 
 

 

朝 

 
 

 

麻
衣
が
寝
て
い
る
と
玄
関
の
ベ
ル
が
鳴
る
。 

麻
衣
「
ん
ổ
？
こ
の
時
間
に
誰
？
」 

 
 

 

麻
衣
、
イ
ン
タ
ổ
ホ
ン
を
見
る
と
母
・
篠
崎

智
子
(
５
８
)
が
映
る
。

 

麻
衣
「
え
、
お
母
さ
ん
？
や
ỵ
ば
」 

智
子
「
麻
衣―

？
鍵
開
け
て
頂
戴
？
」 

麻
衣
「
ど
う
し
よ
。
あ
ỵ
は
ổ
い
、
今
開
け
ま
ổ
す
」 

 
 

 

麻
衣
、
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
の
チ
ラ
シ
を
隠
し
、

ポ
テ
チ
の
袋
を
捨
て
る
。 

麻
衣
「
も
う
、
な
ん
で
こ
ん
な
急
な
の
よ
？
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
時
間
経
過
) 

 
 

 

智
子
、
荷
物
を
置
く
。 

 
 

 

麻
衣
、
軽
く
掃
除
す
る
。 

麻
衣
「
来
る
と
き
は
連
絡
く
ら
い
し
て
よ
ね
」 

智
子
「
い
い
じ
Ỷ
な
い
、
彼
氏
も
い
な
い
ん
だ
し
隠
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す
物
な
い
で
し
Ỹ
」 

麻
衣
「
彼
氏
は
い
な
い
け
ど…

心
も
含
め
て
色
々
準

備
が…

」 

 
 

 

智
子
、
冷
蔵
庫
を
開
け
る
。 

智
子
「
あ
ら
、
何
に
も
な
い
。
ち
Ỹ
ỵ
と
ち
Ỷ
ん
と

ご
飯
食
べ
て
る
？
自
炊
も
少
し
は
し
な
い

と
」 

 
 

 

ゴ
ミ
箱
を
隠
す
麻
衣
。 

麻
衣
「
わ
か
ỵ
て
る
ỵ
て
。
大
丈
夫
だ
か
ら
」 

智
子
「
麻
衣
。
麻
衣
の
体
は
麻
衣
だ
け
の
も
の
じ
Ỷ

な
い
。
麻
衣
の
作
品
を
楽
し
み
に
し
て
る

フ
Ỻ
ン
み
ん
な
の
も
の
な
ん
だ
か
ら
」 

麻
衣
「…

う
ん
」 

智
子
「
お
母
さ
ん
こ
な
い
だ
、
佐
藤
さ
ん
と
こ
の
奥

さ
ん
と
ラ
ン
チ
し
た
の
」 

麻
衣
「
へ
ổ
」 

智
子
「
そ
の
時
娘
が
小
説
家
だ
ỵ
て
言
ỵ
た
ら
す
ご

い

わ
ね

ổ

ỵ

て
ベ

タ
褒
め

さ
れ

ち
Ỷ

ỵ

て
」 

麻
衣
「
ち
Ỹ
ỵ
と
、
や
め
て
よ…

」 

智
子
「
お
母
さ
ん
ね
、
麻
衣
が
誇
ら
し
い
。
小
説
家
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な
ん
て
最
初
は
ど
う
せ
食
べ
て
い
け
な
い

ん
で
し
Ỹ
ỵ
て
思
ỵ
て
た
の
に
ね
」 

 
 

 

麻
衣
、
首
元
を
触
る
。 

智
子
「
そ
れ
で
今
は
ど
う
？
相
変
わ
ら
ず
忙
し
い

の
？
」 

麻
衣
「
え
？
あ
Ự
、
え
ỵ
と
ổ
」 

智
子
「
な
ổ
に
？
聞
こ
え
な
い
」 

麻
衣
「
新
作

…

取
り
掛
か
ỵ
て
る
よ
」 

智
子
「
そ
ổ
な
の
！
へ
ỳ
Ộ
」 

麻
衣
「
う
ん
、
し
ば
ら
く
新
作
の
執
筆
か
な
」 

智
子
「
前
回
の
出
し
て
か
ら
す
ぐ
次
の
作
品
に
入
る

の
ね
Ộ
お
母
さ
ん
感
心
し
ち
Ỷ
う
」 

麻
衣
「
そ
ん
な
凄
く
な
い
よ…

」 

 

○
出
版
社
・
会
議
室 

 
 

 

麻
衣
と
石
岡
、
向
き
合
ỵ
て
座
ỵ
て
い
る
。 

麻
衣
「
そ
れ
で
話
と
い
う
の
は
？
」 

麻
衣
Ｍ
「
ま
さ
か
、
別
れ
の
挨
拶
？
」 

石
岡
「
以
前
お
話
し
た
通
り
、
こ
れ
か
ら
は
通
常
の

小
説
執
筆
は
継
続
で
き
ま
せ
ん
」
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麻
衣
「
あ
の
ổ
、
今
の
状
況
ỵ
て
会
社
で
い
う
と
こ

ろ
の
ク
ビ
、
で
す
よ
ね
？
」 

石
岡
「
そ
れ
は
少
し
違
い
ま
し
て
、
こ
の
場
合
、
会

社
で
い
う
と
こ
ろ
の
リ
ス
ト
ラ
候
補
で
す

か
ね
」 

麻
衣
「
リ
ス
ト
ラ
候
補
？
な
ら
ま
だ
チ
ἀ
ン
ス
が
？
」 

石
岡
「
麻
衣
さ
ん
は
近
年
う
ち
が

w
e

b

小
説
に
力

を
入
れ

て
い

る
事
ご
存

知

で

し
Ỹ
う

か

？

」 

麻
衣
「
最
近
流
行
ỵ
て
ま
す
よ
ね
、
電
子
書
籍
」 

石
岡
「
麻
衣
さ
ん
に
は
我
が
社
の

w
e

b
小
説
事
業

を
盛
り
上
げ
る
お
手
伝
い
を
し
て
頂
き
た

い
ん
で
す
」 

麻
衣
「
と
言
い
ま
す
と
？
」 

石
岡
「
つ
ま
り
、
短
編

w
e

b

小
説
を
書
い
て
頂
き

た
く
ỵ
て
！
短
編
な
の
で
２
０
ペ
ổ
ジ
ほ

ど
の
小
説
で
、
こ
れ
か
ら
は
毎
週…

」 

麻
衣
「
ち
Ỹ
ỵ
と
ス
ト
ỿ
プ
！
普
通
の
小
説
な
ら
２

０
０
ペ
ổ
ジ
以
上
の
作
品
を
１
０
分
の
１

以
下
に
し
ろ
ỵ
て
こ
と
で
す
か
？
」 

石
岡
「
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
！
」 
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麻
衣
「
で
も
そ
れ
じ
Ỷ
私
の
作
品
の
良
さ
が
伝
わ
ら

な
い
ん
じ
Ỷ…

」 

石
岡
「
今
で
も
伝
わ
ỵ
て
な
い
じ
Ỷ
な
い
で
す
か
」 

麻
衣
「
う
わ
、
し
ん
ら
つ―

」 

石
岡
「
麻
衣
さ
ん
。
こ
れ
は
ラ
ス
ト
チ
ἀ
ン
ス
で
す
。

毎
週
作
品
を
出
し
て
、
週
間
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位
に
な
ỵ
た
ら
従
来
の
活
動
を
再
開
さ

せ
ま
す
。
ど
う
し
ま
す
か
？
」 

 
 

 

麻
衣
、
首
元
を
触
る
。 

麻
衣
「
じ
Ỷ
あ…

も
し
１
位
が
取
れ
な
か
ỵ
た
ら
？
」 

石
岡
「
そ
の
時
は
も
う…

」 

麻
衣
「
や
ỵ
ぱ
い
い
で
す
！
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

…

や
り
ま
す
！
や
ỵ
て
や
り
ま
す
！
」 

石
岡
「
期
限
は
三
か
月
で
す
。
三
か
月
以
内
に
１
位

目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
Ỹ
う
！
」 

 
 

 

麻
衣
と
石
岡
、
手
を
取
ỵ
て
強
く
振
る
。

 

 

○
同
・
廊
下 

 
 

 

麻
衣
、
石
岡
が
歩
く
。 

 
 

 

高
橋
勉
(
３
４
)
の
新
作
ポ
ス
タ
ổ
が
あ
る
。 
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麻
衣
「
あ
、
高
橋
先
生
だ
。
新
作
出
し
た
ん
だ
」 

石
岡
「
初
週
売
り
上
げ
１
０
万
部
突
破
し
た
ら
し
い

で
す
。
編
集
⾧
が
こ
の
ま
ま
な
ら
１
０
０

万
部
は
確
実
だ
ỵ
て
」

 

麻
衣
「
私
は
千
も
行
か
な
い
の
に
」

 

石
岡
「
最
近
は
取
材
と
テ
レ
ビ
出
演
で
引
ỵ
張
り
だ

こ
み
た
い
で
す
」 

麻
衣
「
な
る
ほ
ど
、
心
な
し
か
ポ
ス
タ
ổ
の
写
真
ま

で
煌
め
い
て
い
る
よ
う
な
」 

石
岡
「
そ
う
い
え
ば
麻
衣
さ
ん
、
先
生
に
憧
れ
て
こ

の
出
版
社
に
決
め
た
ん
で
し
た
ỵ
け
？
」 

麻
衣
「
は
い
。
だ
か
ら
せ
め
て
一
回
く
ら
い
は
会
い

た

い
な

Ự

ỵ

て
思
ỵ
て

た

ん

で

す
け

ど

…
」 

石
岡
「
そ
う
だ
！
も
し
良
か
ỵ
た
ら
、
高
橋
先
生
の

新
作
持
ỵ
て
き
ま
し
Ỹ
う
か
？
」 

麻
衣
「
い
い
ん
で
す
か
？
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

石
岡
「
ち
Ỹ
ỵ
と
待
ỵ
て
て
く
だ
さ
い
ね
」 

 
 

石
岡
、
部
屋
に
入
る
。 

 
 

 

麻
衣
、
ポ
ス
タ
ổ
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
様
に

高
橋
の
顔
に
手
を
伸
ば
す
。 
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麻
衣
「
私
も
こ
ん
な
風
に
な
り
た
か
ỵ
た
の
に
」 

麻
衣
Ｍ
「
き
ỵ
と
学
年
３
位
程
度
の
限
界
を
知
る
に

は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
た
」 

 
 

 

麻
衣
の
手
が
ポ
ス
タ
ổ
に
触
れ
そ
う
に
な
る
。 

石
岡
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
」 

麻
衣
は
手
を
ス
ỿ
と
お
ろ
す
。 

石
岡
「
先
生
の
新
作
で
す
」 

 
 

 

石
岡
、
高
橋
の
新
作
本
を
差
し
出
す
。

 

麻
衣
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 

麻
衣
、
本
を
抱
き
し
め
る
。 

 

○
マ
ン
シ
ἂ
ン
・
麻
衣
の
部
屋
(
夜
) 

麻
衣
、
机
で
パ
ソ
コ
ン
を
開
く
。

 

麻
衣
「
短
編
小
説
な
ん
て
久
し
く
書
い
て
な
い
の
に
」 

 
 

 

麻
衣
、
高
橋
の
新
作
本
を
取
る
。 

麻
衣
「…

ち
Ỹ
ỵ
と
だ
け
な
ら
い
い
よ
ね
？
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

 
 

 

麻
衣
、
床
に
座
ỵ
て
本
を
読
み
な
が
ら
ク
ス

ク
ス
笑
う
。

 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 



28 

 

 
 

 

麻
衣
、
ウ
ロ
ウ
ロ
し
な
が
ら
次
々
ペ
ổ
ジ
を

め
く
る
。 

麻
衣
「
な
る
ほ
ど
ね
」

 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

 
 

 

明
け
方 

 
 

 

麻
衣
、
ベ
ỿ
ド
に
座
り
、
本
を
閉
じ
る
。 

麻
衣
「
は
あ
Ộ
読
み
終
わ
ỵ
た
Ộ
や
ỵ
ぱ
り
先
生
の

本
面
白
い
な
Ự
」 

 
 

 

麻
衣
、
伸
び
を
し
て
外
を
見
る
。 

麻
衣
「
え
？
も
う
朝
！
？
何
し
て
ん
だ
私
は
」

 

 
 

 

麻
衣
、
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、 

麻
衣
「
三
か
月
。
あ
と
三
か
月
は
小
説
家
だ
か
ら
」 

 

○
カ
フ
ỽ
１
・
中 

 
 

 

大
勢
の
客
が
い
て
雑
多
。 

 
 

 

麻
衣
、
席
に
座
り
『
篠
崎
麻
衣 

小
説
家
』

で
検
索
す
る
。 

麻
衣
Ｍ
「
現
実
味
が
無
く
て
馬
鹿
馬
鹿
し
い
？
私
の

作
風
は
素
人
に
は
わ
か
ん
な
い
よ
」 

 
 

 

麻
衣
、
パ
ン
ダ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
見
て
、
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麻
衣
Ｍ
「
あ
、
そ
う
だ
！
生
ま
れ
つ
き
白
い
パ
ン
ダ

が
徐
々
に
黒
く
な
ỵ
て
、
ダ
ổ
ク
パ
ン

ダ
と
し
て
世
界
を
救
う
！
と
か
？…

…
い
や
、
だ
め
だ
め
。
さ
ỵ
そ
く
現
実
離

れ
し
て
る
ỵ
て…

」 

 
 

 

子
供
が
店
を
駆
け
回
り
、
麻
衣
の
コ
ổ
ヒ
ổ

を
倒
す
。 

麻
衣
「
あ
ổ
！
パ
ソ
コ
ン
が…
」 

 
 

 

親
が
来
る
。

 

親
「
息
子
が
す
み
ま
せ
ん
」 

麻
衣
「
い
え
、
お
気
に
な
さ
ら
ず…

」 

 
 

 

麻
衣
、
荷
物
を
拭
き
な
が
ら
店
を
出
る
。

 

麻
衣
「
も
う
少
し
落
ち
着
い
た
店
が
い
い
か
な
」

 

 

○
カ
フ
ỽ
２ 

 
 

 

店
外

 

 
 

 

麻
衣
、
空
い
て
い
る
店
内
を
眺
め
る
。 

麻
衣
「
こ
こ
な
ら
良
さ
そ
う
」 

 
 

 

麻
衣
、
店
に
入
る
。 

麻
衣
「
お
邪
魔
し
ま
ổ
す
」 
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店
内

 

 
 

 
大
音
量
で
歌
詞
付
き
の
音
楽
が
流
れ
て
い
る
。 

 
 

 

麻
衣
、
耳
を
ふ
さ
ぐ
。 

麻
衣
「
嘘
で
し
Ỹ
、
勘
弁
し
て
よ…

」 

 
 

 

麻
衣
、
店
を
出
る
。 

麻
衣
「
お
邪
魔
し
ま
し
た
ổ
」 

 

○
カ
フ
ỽ
『
ジ
ἀ
ル
ダ
ン
』 

 
 

 

ジ
ἀ
ル
ダ
ン
前
の
道
路 

麻
衣
、
不
満
そ
う
に
歩
く
。 

麻
衣
「
こ
の
調
子
だ
と
カ
フ
ỽ
探
し
で
一
日
終
わ
る

し
。
無
難
な
カ
フ
ỽ
探
し
ỵ
て
意
外
と
ハ

ổ
ド
ル
高
い
？
」 

 
 

 

ジ
ἀ
ル
ダ
ン
店
内
を
眺
め
る
複
数
の
女
性
。 

 
 

 

麻
衣
、
立
ち
止
ま
る
。 

 
 

 

“
Ｃ
ａ

ｆ
ｅ

 

Ｊ
ａ
ｒ

ｄ
ｉ
ｎ

”
の
文
字
。 

麻
衣
「
カ
フ
ỽ
、
じ
Ỷ
ổ
で
ự
ん
？
」

 

 
 

 

探
る
よ
う
に
入
店
。 

 
 

 

店
内

 

 
 

 

女
性
客
が
複
数
。 
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麻
衣
Ｍ
「
ん
？
な
に
こ
の
店
。
こ
こ
に
も
、
そ
こ
に

も
、
あ
そ
こ
に
も
女
性
！
？
」 

 
 

 

女
性
た
ち
、
並
ん
で
レ
ジ
の
方
を
向
く
。 

女
性
１
「
光
く
ん
、
か
ỵ
こ
い
い
Ộ
」 

女
性
２
「
ホ
ổ
ム
ペ
ổ
ジ
の
写
真
よ
り
本
物
や
ば

い
！
」 

女
性
１
「
ほ
ん
と
そ
れ
！
」 

女
性
２
「
話
し
か
け
て
み
よ
ỵ
か
な
？
」 

麻
衣
Ｍ
「
こ
う…

く
ん
？
」 

 
 

 

麻
衣
、
オ
ổ
ダ
ổ
の
列
に
並
ぶ
。 

 
 

 

カ
メ
ラ
の
シ
ἀ
ỿ
タ
ổ
音
。

 

麻
衣
Ｍ
「
ん
！
盗
撮
？
」 

 
 

 

前
の
女
性
、
レ
ジ
の
方
に
カ
メ
ラ
を
向
け
連

写
。 

 
 

 
S

N
S

に
写
真
を
『
今
日
の
光
く
ん
も
イ
ケ

メ
ン
』
と
追
記
し
、
ア
ỿ
プ
ロ
ổ
ド
。

 

麻
衣
Ｍ
「
ふ
Ộ
ん
？
イ
ケ
メ
ン
の
カ
フ
ỽ
店
員
が
い

る
ỵ
て
わ
け
か
。
で
も
イ
ケ
メ
ン
ỵ
つ

ỵ
た
ỵ
て
た
か
が
知
れ
て
る
で
し
Ỹ
」 

 
 

 

女
性
が
は
け
、
光
が
レ
ジ
に
て
弾
け
る
笑
顔
。
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後
光
が
差
す
。 

 
 

 
麻
衣
、
光
に
目
を
奪
わ
れ
る
。 

光
「
い
ら
ỵ
し
Ỷ
い
ま
せ
。
カ
フ
ỽ
・
ジ
ἀ
ル
ダ
ン

へ
よ
う
こ
そ
」 

麻
衣
Ｍ
「
う
お
！
前
見
え
な
い
！
何
こ
の
オ
ổ
ラ
」 

光
「
お
客
様
？
」 

麻
衣
「
(
咳
払
い
し
)
は
い
」 

光
「
ご
注
文
は
お
決
ま
り
で
す
か
？
」 

麻
衣
「
(
下
見
て
)
え
ỵ
と
、
こ
の
お
店
の
お
す
す

め
ỵ
て
何
で
す
か…

？
」

 

光
「
本
日
の
お
す
す
め
は

…

」 

 
 

 

コ
ổ
ヒ
ổ
豆
を
す
り
潰
し
、
混
ぜ
合
わ
せ
る

音
と
光
の
手
元
。 

光
の
声
「
エ
チ
オ
ピ
ア
産
イ
ル
ガ
チ
ỽ
フ
ỽ
に
ケ
ニ

ア
産
の

A
A

グ
レ
ổ
ド
、
グ
ア
テ
マ
ラ

産
の
ア
ン
テ
ỻ
グ
ア
を
４
⽇
３
⽇
３
で

混
ぜ
合
わ
せ
た
ブ
レ
ン
ド
コ
ổ
ヒ
ổ
で

す
」 

 
 

 

黒
光
り
し
た
豆
が
機
械
で
躍
動
し
、
麻
衣
は

唾
を
飲
み
込
む
。 
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光
の
声
「
焙
煎
を
軽
め
に
す
る
と
豆
の
中
の
酸
味
成

分
が
残
ỵ
て
、
フ
ル
ổ
テ
ỻ
で
コ
ク
の

あ
る
コ
ổ
ヒ
ổ
が
で
き
ま
す
」 

麻
衣
「…

じ
Ỷ
あ
そ
れ
で
」 

光
「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」 

 
 

 

光
、
注
文
を
打
ち
込
み
、
コ
ổ
ヒ
ổ
の
カ
ỿ

プ
を
手
慣
れ
た
様
子
で
手
に
取
る
。

 

光
「
お
名
前

…

聞
い
て
も
い
い
で
す
か
？
」 

麻
衣
Ｍ
「
え
？
ナ
ン
パ
？
」 

光
「
お
客
様
の
お
名
前
は
？
」 

麻
衣
「
篠
崎…

麻
衣
で
す
」 

光
「
麻
衣
さ
ん
。
か
わ
い
い
名
前
」 

 
 

 

光
、
コ
ổ
ヒ
ổ
カ
ỿ
プ
に
名
前
を
書
く
。

 

麻
衣
「
そ
う
い
う
こ
と
か…

」 

光
「
店
内
ご
利
用
で
す
か
？
」 

麻
衣
「
そ
う
で
す
」 

光
「
出
来
上
が
ỵ
た
ら
持
ỵ
て
き
ま
す
ね
。
ち
Ỹ
ỵ

と
だ
け
お
時
間
頂
き
ま
す
。
先
、
座
ỵ
て
て
く

だ
さ
い
」 

 
 

 

目
を
合
わ
せ
ず
会
釈
す
る
麻
衣
。 
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全
体
を
見
渡
せ
る
席
に
座
る
。

 

麻
衣
Ｍ
「
う
わ
ổ
今
の
会
話
、
緊
張
し
た
Ộ
あ
の
笑

顔
は
何
？
計
算
？
魂
胆
？
策
略
？
」 

 
 

 

麻
衣
、
パ
ソ
コ
ン
を
開
く
。

 

麻
衣
Ｍ
「
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
今
は
小
説
に
集
中
し

な
き
Ỷ
」 

 
 

 

麻
衣
、
パ
ソ
コ
ン
を
見
つ
め
る
が
手
が
動
か

な
い
。 

適
度
に
空
い
た
店
内
を
見
渡
す
。

 

麻
衣
「…

へ
ỳ
、
意
外
と
空
い
て
る
ん
だ
」 

 
 

 

麻
衣
、
『
カ
フ
ỽ

 

ジ
ἀ
ル
ダ
ン
』
と
検
索
。

 

 
 

 

光
の
写
真
が
出
て
き
て
見
入
る
。 

麻
衣
「
う
わ
Ự…

写
真
で
も
イ
ケ
メ
ン…

」 

 
 

 

光
、
麻
衣
の
背
後
か
ら
来
る
。

 

光
「
麻
衣
さ
ん
」 

 
 

 

麻
衣
、
素
早
く
パ
ソ
コ
ン
を
閉
じ
る
。 

麻
衣
「
(
裏
声
)
は
い
！
？
」 

光
「
コ
ổ
ヒ
ổ
お
持
ち
し
ま
し
た
」

 

麻
衣
「
あ
、
こ
こ
、
置
い
と
い
て
く
だ
さ
い
」 

光
「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」 
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光
、
麻
衣
に
顔
を
近
付
け
て
コ
ổ
ヒ
ổ
を
差

し
出
す
。

 

麻
衣
「
(
ド
キ
ỵ
)…

」 

光
「
ご
ゆ
ỵ
く
り
ど
う
ぞ
」 

麻
衣
「…

ど
う
も
」 

 
 

 

レ
ジ
に
戻
る
光
。 

麻
衣
Ｍ
「
ふ
Ỳ…

な
ん
か
暑
い
。
て
い
う
か
あ
の
店

員
の
せ
い
で
小
説
進
ま
な
い
し
。
と
ỵ

と
と
飲
ん
で
次
の
と
こ
探
そ
」 

 
 

 

麻
衣
、
コ
ổ
ヒ
ổ
を
飲
ん
で
口
を
塞
ぐ
。 

麻
衣
「
う
そ
。
な
に
こ
れ…

お
い
し
い
！
」 

麻
衣
Ｍ
「
こ
の
香
ば
し
い
香
り
と
深
い
酸
味
！
そ
れ

で
い
て
旨
味
が
詰
ま
ỵ
て
る…

」 

 
 

 

麻
衣
、
も
う
一
口
飲
ん
で
ふ
Ỳ
と
一
息
。 

 
 

 

ジ
ἀ
ズ
テ
イ
ス
ト
の
音
楽
。 

麻
衣
Ｍ
「
ジ
ἀ
ズ
か
。
選
曲
も
ば
ỵ
ち
り
。
深
夜
の

落
ち
着
い
た
バ
ổ
に
い
る
み
た
い
」 

 
 

 

麻
衣
、
く
つ
ろ
い
だ
表
情
で
視
線
を
光
に
移

す
と
目
が
合
う
。 

 
 

 

光
、
麻
衣
を
見
て
ふ
わ
ỵ
と
笑
う
。 
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目
を
そ
ら
す
麻
衣
。 

麻
衣
「
あ
の
人
さ
え
い
な
け
れ
ば
な
Ự
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
時
間
経
過
) 

麻
衣
Ｎ
「
そ
の
後
も
彼
は
」 

 
 

 

光
、
テ
ổ
ブ
ル
掃
除
中
。

 

麻
衣
、
光
を
凝
視
。 

 
 

 

女
性
客
、
光
に
近
づ
く
。 

女
性
「
光
く
ん
。…

一
緒
に
写
真
撮
ỵ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
か
？
」 

光
「
い
い
で
す
よ
」

 

 
 

 

女
性
客
、
キ
ἀ
ピ
キ
ἀ
ピ
喜
ぶ
。 

光
「
カ
メ
ラ
貸
し
て
？
(
自
撮
り
で
)
は
い
チ
ổ
ズ
」 

麻
衣
「
ア
イ
ド
ル
か
よ
？
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
時
間
経
過
) 

麻
衣
Ｎ
「
そ
の
後
も
」

 

 
 

 

光
、
床
掃
除
中
。 

麻

衣
、

コ
ổ

ヒ
ổ
を
飲
み

つ

つ
光
を
凝

視
。 

 
 

 

女
性
、
手
を
滑
ら
せ
食
器
皿
が
割
れ
る
。 

 
 

 

光
、
女
性
の
前
で
跪
き
手
を
握
る
。 

光
「
お
怪
我
あ
り
ま
せ
ん
か
？
綺
麗
な
手
が
傷
付
い
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た
ら
大
変
」 

女
性
「
や
だ
光
く
ん
、
心
配
性
な
ん
だ
か
ら
」

 

光
「
華
さ
ん
は
大
事
な
お
客
さ
ま
だ
か
ら
、
傷
付
い

た
ら
俺
が
や
な
の
」 

女
性
「
ご
め
ん
ね
、
心
配
か
け
て
」 

光
「
う
う
ん
。
す
ぐ
片
付
け
ま
す
ね
」 

麻
衣
「
ホ
ス
ト
か
よ
？
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
時
間
経
過
) 

麻
衣
Ｎ
「
極
め
つ
け
は
」 

 
 

 

麻
衣
、
カ
ỿ
プ
の
端
に
文
字
を
見
つ
け
る
。 

麻
衣
「
ん
？
」 

 
 

 

麻
衣
、
カ
ỿ
プ
を
ク
ル
ク
ル
と
回
す
。

 

 
 

 

『M
a

i

さ
ん 

ご
来
店
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！H

a
v

e
 

a
 

g
o

o
d

 
C

o
f

f
e

e

』

の
文
字
。 

麻
衣
「
う
を
ỵ
つ
。
あ
ざ
と
い
系
か…

」 

 
 

 

麻
衣
、
カ
ỿ
プ
を
置
い
て
身
震
い
。 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

 
 

 

夜 

 
 

 

麻
衣
、
光
を
見
な
が
ら
、 
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麻
衣
Ｍ
「
Ｔ
ｈ
ｅ

モ
テ
男
。
き
ỵ
と
色
ん
な
女
の
子

泣
か
せ
ち
Ỷ
う
タ
イ
プ
だ
ろ
う
な
Ự
」 

 
 

 

麻
衣
、
帰
る
準
備
中
。 

桜
、
髪
を
な
び
か
せ
て
女
優
風
に
入
店
。 

 
 

 

麻
衣
、
見
と
れ
る
。 

麻
衣
Ｍ
「
何
あ
の
子
？
天
使
？
幻
？
ち
Ỹ
ổ
か
わ
い

い
！
」 

 
 

 

桜
、
光
を
見
つ
け
て
満
面
の
笑
み
。 

桜
「
こ
う
ổ
！
」 

光
「
あ
、
桜
！
」 

 
 

 

光
、
桜
に
抱
き
つ
く
。 

麻
衣
「
え…

」 

桜
「
ち
Ỹ
ỵ
と
大
袈
裟
だ
ỵ
て
」

 

光
「
だ
ỵ
て
嬉
し
ん
だ
も
ん
」 

麻
衣
Ｍ
「
そ
ỵ
か
。
こ
れ
が
世
の
摂
理
だ
よ
ね
」 

 
 

 

麻
衣
、
自
分
が
着
て
い
る
ダ
サ
い
服
と
桜
の

姿
を
見
比
べ
る
。 

光
「
ど
し
た
？
」 

桜
「
寂
し
く
て
会
い
に
来
ち
Ỷ
ỵ
た
」 

光
「
え
ổ
ほ
ん
と
に
？
」
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桜
「
コ
ン
ビ
ニ
終
わ
ỵ
た
し
」 

光
「
お
つ
か
れ
」 

 
 

 

光
、
桜
の
頭
を
く
し
Ỷ
ỵ
と
撫
で
る
。 

桜
「
(
照
れ
て
)
や
め
て
」 

麻
衣
「
ご
馳
走
様
で
し
た…

」 

 
 

 

光
と
桜
、
麻
衣
に
気
付
か
ず
話
し
続
け
る
。 

 
 

 

麻
衣
、
店
か
ら
出
る
。 

桜
「
あ
と
こ
れ
。
返
す
」

 

 
 

 

桜
、
光
に
漫
画
『
彼
氏
彼
女
の
事
情
』
を
渡

す
。 

桜
「
貸
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
。
面
白
か
ỵ
た
」 

光
「
桜
な
ら
大
歓
迎
！
」 

桜
「
今
度
、
次
の
巻…

」 

店
外 

 
 

 

ド
ア
越
し
に
光
と
桜
を
見
る
麻
衣
。 

麻
衣
「
絵
画
み
た
い
な
二
人
」 

 
 

 

麻
衣
、
カ
フ
ỽ
を
後
に
す
る
。 

 

○
マ
ン
シ
ἂ
ン
・
外
観
(
夜
) 
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○
同
・
郵
便
受
け
の
前
(
夜
) 

 
 

 
麻
衣
、
郵
便
物
を
取
る
。

 

麻
衣
Ｍ
「
あ
れ
だ
け
の
イ
ケ
メ
ン
と
、
あ
れ
だ
け
の

美
女
が
い
た
ら
二
人
が
恋
に
落
ち
る
の

は
重
力
の
存
在
く
ら
い
自
然
だ
し
」 

 
 

 

隣
人
の
郵
便
受
け
か
ら
複
数
の
か
わ
い
い
手

紙
が
飛
び
出
し
て
い
る
。 

麻
衣
「
(
郵
便
受
け
に
向
か
ỵ
て
)
モ
テ
男
は
危
険

だ

か
ら

。
今

日
は
引
ỵ
か

か
ら

な

い
よ

ổ
」 

 

○
同
・
麻
衣
の
家
・
ベ
ラ
ン
ダ
(
夜
)

 

 
 

 

麻
衣
、
自
宅
に
い
る
親
友
・
藤
井
瑠
璃
(
２

８
)
と
電
話
す
る
。 

以
下
、
適
宜
カ
ỿ
ト
バ
ỿ
ク
。 

麻
衣
「
う
ん
、
そ
う
、
す
ỵ
ご
い
イ
ケ
メ
ン
が
い
た

の
」 

瑠
璃
「
へ
ổ
。
そ
の
カ
フ
ỽ
の
名
前
は
？
」 

麻
衣
「
ジ
ἀ
ổ
デ
ỻ
ン
か
ジ
ἀ
ル
ド
ン
？
み
た
い
な
」 

 
 

 

瑠
璃
、
ス
マ
ホ
で
検
索
。 

瑠
璃
「
あ
、
ジ
ἀ
ル
ダ
ン
ỵ
し
Ỹ
？
」
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麻
衣
「
そ
う
そ
う
！
」

 

瑠
璃
「
や
ば
、
超
イ
ケ
メ
ン
じ
Ỷ
ん
、
超
ラ
ỿ
キ
ổ

じ
Ỷ
ん
！
」 

麻
衣
「
ラ
ỿ
キ
ổ
ỵ
て
何
が
？
」 

瑠
璃
「
新
し
い
彼
氏
で
き
ん
じ
Ỷ
な
い
？
ỵ
て
こ

と
！
」 

麻
衣
「
い
や
い
や
今
は
仕
事
優
先
だ
か
ら
。
そ
れ
に

彼
は
彼
女
持
ち
だ
か
ら
」 

瑠
璃
「
そ
ん
な
ん
、
な
ん
で
わ
か
ん
の
？
」 

麻
衣
「
今
日
彼
女
が
カ
フ
ỽ
来
て
て
、
帰
り
際
に
ギ

ἁ
ổ
ỵ
て
し
て
た
」 

瑠
璃
「
な
ん
だ
彼
女
い
ん
だ
。
わ
ん
ち
Ỷ
ん
私
が
付

き
合
ỵ
て
あ
げ
よ
う
と
思
ỵ
て
た
の
に
」 

麻
衣
「
な
ん
で
上
か
ら
目
線
？
」 

瑠
璃
「
ま
あ
そ
う
い
う
人
ỵ
て
チ
ἀ
ラ
く
て
、
遊
ん

で
て
、
あ
と
」 

麻
衣
「
か
わ
い
い
子
ば
ỵ
か
狙
う
」 

瑠
璃
「
そ
う
そ
う
そ
う
！
」 

麻
衣
「
だ
か
ら
住
む
世
界
が
違
う
よ
ね
」 
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○
同
・
光
の
部
屋
(
夜
) 

 
 

 
麻
衣
の
隣
の
部
屋
。 

光
と
大
学
の
先
輩
・
渕
野
洋
介
(
２
９
)
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ổ
ム
を
し
て
い
る
。

 

以
下
、
適
宜
カ
ỿ
ト
バ
ỿ
ク 

光
「
洋
介
さ
ん
！
そ
こ
で
す
、
そ
こ
！
」 

洋
介
「
お
ỵ
け
ổ
い
」 

光
「
う
ỵ
し
Ỷ
、
先
輩
ナ
イ
ス―

」 

洋
介
「
そ
ỵ
ち
も
ア
シ
ス
ト
グ
ỿ
ド
！
」 

光
「
あ
ざ
ỵ
す
！
次
の
ス
テ
ổ
ジ
ど
こ
に
し
ま
す
？
」 

洋
介
「
悪
い
、
今
日
は
遅
い
か
ら
こ
こ
ま
で
で
」 

光
「
え
ổ
盛
り
上
が
ỵ
て
き
た
の
に
」

 

洋
介
「
明
日
は
朝
早
く
に
会
議
あ
る
か
ら
無
理
」 

光
「
洋
介
さ
ん
の
会
社
、
銀
行
で
す
よ
ね
」 

洋
介
「
な
に
？
入
り
た
く
な
ỵ
た
？
」 

光
「
俺
は
カ
フ
ỽ
が
あ
る
ん
で
」

 

洋
介
「
で
も
バ
イ
ト
だ
ろ
？
」 

光
「…

先
輩
は
会
社
に
好
き
な
人
と
か
い
な
い
ん
で

す
か
？
」 

洋
介
「
い
な
い
け
ど
？
」 
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光
「
ふ
ổ
ん
、
そ
う
ỵ
す
か
」 

洋
介
「
反
応
悪
！
そ
ỵ
ち
か
ら
聞
い
て
き
た
ん
だ
ろ
」 

光
「
す
ん
ま
せ
ん
。…

や
ỵ
ぱ
あ
と
一
回
だ
け
し
ま

せ
ん
？
」 

洋
介
「
ỵ
た
く
、
し
Ỹ
う
が
な
い
な
。
一
回
だ
け
だ

ぞ
」 

光
「
よ
ỵ
し
Ỷ
。
そ
う
こ
な
く
ỵ
ち
Ỷ
」 

 

○
同
・
麻
衣
の
部
屋
(
夜
) 

 
 

 

先
ほ
ど
の
会
話
の
続
き
。

 

瑠
璃
「
で
も
い
い
な
ổ
私
も
イ
ケ
メ
ン
に
会
い
た

い
！
う
ち
ら
も
３
０
手
前
だ
し
、
男
ら
し

い
運
命
の
人
に
」 

麻
衣
「
会
社
に
い
な
い
の
？
」 

瑠
璃
「
う
ổ
ん
、
私
の
会
社
は
さ
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
瑠
璃
の
回
想
) 

 
 

 

オ
フ
ỻ
ス
に
瑠
璃
と
複
数
の
男
性
社
員
い
る
。 

瑠
璃
の
声
「
同
期
は
私
以
外
ほ
ỵ
と
ん
ど
男
だ
け
ど
、

み
ん
な
頼
り
な
い
！
な
の
に
こ
の
前
さ
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
時
間
経
過
) 
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部
⾧
、
全
員
の
前
で
男
性
社
員
に
賞
状
を

渡
し
、

 

部
⾧
「
小
杉
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
頼
む
よ
！
」 

瑠
璃
の
声
「
私
よ
り
仕
事
で
き
な
い
奴
が
褒
め
ら
れ

て
て
ほ
ん
ỵ
と
ム
カ
つ
い
た
！
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

麻
衣
「
瑠
璃
は
幼
稚
園
か
ら
ほ
ん
ỵ
と
負
け
ず
嫌
い

だ
よ
ね
」 

瑠
璃
「
あ
い
つ
よ
り
私
の
方
が
仕
事
量
多
い
ん
だ
か

ら
ね
？
」 

麻
衣
「
は
い
は
い
」 

瑠
璃
「
そ
ん
な
わ
け
で
、
今
は
仕
事
楽
し
く
な
い
！
」 

麻
衣
「
瑠
璃
も
そ
う
思
う
こ
と
あ
る
ん
だ
ね
」 

瑠
璃
「
私
あ
ん
た
が
羨
ま
し
い
」 

麻
衣
「
何
が
？
」 

瑠
璃
「
き
ら
き
ら
し
て
て
楽
し
そ
う
だ
も
ん
、
小
説

家
ỵ
て
」 

麻
衣
「
え
？
全
然
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ…

」 

瑠
璃
「
何
？
な
ん
か
あ
ỵ
た
？
」 

麻
衣
「
新
作
、
販
売
停
止
に
な
り
ま
し
た
！
」 
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瑠
璃
「
う
そ
、
ま
じ
？
ご
め
ん
」

 

麻
衣
「
う
ん
、
ま
じ
な
ん
だ…

」 

瑠
璃
「
じ
Ỷ
あ
さ
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
ん
の
？
」 

麻
衣
「
で
も
な
ん
か
短
編

w
e

b

小
説
書
い
て
週
間

ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
に
な
ỵ
た
ら
ま
た
普
通

の
小
説
書
け
る
ら
し
い
」

 

瑠
璃
「
そ
れ
ỵ
て
会
社
で
い
う
と
こ
ろ
の
お
荷
物
社

員
ỵ
て
こ
と
か
」 

麻
衣
「
リ
ス
ト
ラ
候
補
と
か
、
お
荷
物
社
員
と
か
。

私
の
肩
書
虚
し
い
よ
」 

 
 

 

光
が
ベ
ラ
ン
ダ
に
来
る
音
。

 

 
 

 

仕
切
り
で
顔
が
見
え
な
い
。 

麻
衣
「
(
小
声
)
瑠
璃
、
ち
Ỹ
ỵ
と
ご
め
ん
。
お
隣

さ
ん
来
た
か
ら
部
屋
戻
る
ね
」 

 
 

 

麻
衣
、
部
屋
に
入
り
、 

麻
衣
「
ご
め
ん
ご
め
ん
！
そ
れ
で
何
だ
ỵ
け
？
」 

 
 

 

光
、
飲
み
物
を
飲
ん
で
い
る
。 

 

○
カ
フ
ỽ
『
ジ
ἀ
ル
ダ
ン
』 

 
 

 

ジ
ἀ
ル
ダ
ン
前
の
道
路 
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麻
衣
、
や
ỵ
て
来
る
。 

麻
衣
Ｍ
「
あ
の
コ
ổ
ヒ
ổ
が
忘
れ
ら
れ
な
く
て
、
ま

た
来
て
し
ま
ỵ
た
」

 

 
 

 

店
内

 

 
 

 

麻
衣
、
レ
ジ
に
行
く
と
オ
ổ
ナ
ổ
・
亀
井
千

代
(
７
２
)
い
る
。 

千
代
「
い
ら
ỵ
し
Ỷ
い
」

 

 
 

 

麻
衣
、
光
の
姿
を
探
す
。

 

千
代
「
光
君
目
当
て
か
い
？
」 

麻
衣
「
い
え
、
そ
う
い
う
訳
で
は…
」 

千
代
「
今
日
は
午
後
か
ら
出
勤
だ
よ
」 

麻
衣
「
そ
う
で
す
か…

で
も
本
当
に
フ
Ỻ
ン
と
か
じ

Ỷ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら…

」 

千
代
「
素
直
じ
Ỷ
な
い
ね
ỳ
」 

麻
衣
「
(
苦
笑
い
)…

」 

千
代
「
な
ん
に
し
ま
し
Ỹ
う
？
」

 

麻
衣
「
今
日
は
何
が
お
す
す
め
で
す
か
？
」 

千
代
「
今
日
は
シ
ウ
ダ
ổ
ズ
と
ア
ン
テ
ỻ
グ
ア
の
ブ

レ
ン
ド
コ
ổ
ヒ
ổ
が
お
す
す
め
だ
よ
」 

麻
衣
「
じ
Ỷ
あ
そ
れ
で
お
願
い
し
ま
す
」 
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麻
衣
、
千
代
の
胸
に
つ
い
た
バ
ỿ
ジ
を
見
て
、 

麻
衣
「
カ
フ
ỽ
、
ジ
ἀ
ル
ダ
ン
、
オ
ổ
ナ
ổ…

」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
時
間
経
過
) 

 
 

 

麻
衣
、
吉
田
健
吾
(
２
１
)
と
有
田
亮
(
２

１
)
の
隣
に
座
ỵ
て
、
パ
ソ
コ
ン
を
開
い

て
い
る
。 

麻
衣
Ｍ
「
今
日
こ
そ
書
き
始
め
な
い
と
。
今
週
の
提

出
間
に
合
わ
な
い
か
も…

」 

 
 

 

麻
衣
、
寝
て
い
る
よ
う
に
俯
き
、
キ
ổ
の
ｚ

を
押
し
続
け
る
。 

麻
衣
Ｍ
「
わ
ổ
私
寝
て
な
い
ỵ
て
ば
！
」 

 
 

 

と
慌
て
て
ｚ

を
消
し
、
う
な
だ
れ
る
。 

 
 

 

健
吾
と
亮
の
話
声
が
聞
こ
え
る
。 

健
吾
「
え
、
お
前
そ
れ
浮
気
じ
Ỷ
ね
」 

 
 

 

麻
衣
、
『
浮
気
』
に
反
応
。 

亮
「
だ
ỵ
て
可
愛
か
ỵ
た
ん
だ
も
ん
綾
ち
Ỷ
ん
。
で

も
最
近
連
絡
多
く
て
ダ
ル
い
ん
よ
な
」 

健
吾
「
綾
ち
Ỷ
ん
メ
ン
ヘ
ラ
な
ん
だ
Ộ
意
外
」 

亮
「
俺
の
彼
女
も
マ
ジ
で
重
い
ん
よ
。
て
か
女
基
本

重
く
ね
」 
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麻
衣
、
心
の
声
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
。 

麻
衣
Ｍ
「
え
？
浮
気
？
こ
の
人
浮
気
し
て
る
？
」 

健
吾
「
そ
れ
多
分
亮
が
メ
ン
ヘ
ラ
製
造
機
だ
」

 

麻
衣
Ｍ
「
メ
ン
ヘ
ラ
製
造
機
ỵ
て
何
？
」 

健
吾
「
こ
の
前
、
飲
み
終
わ
ỵ
た
後
ど
し
た
ん
？
」 

亮
「
あ
の
お
持
ち
帰
り
し
た
子
？
普
通
に
俺
ん
ち
で

し
て
か
ら
連
絡
取
ỵ
て
な
い
」 

麻
衣
Ｍ
「
こ
の
人
彼
女
い
る
ん
だ
よ
ね
？
彼
女
い
る

ん
で
し
Ỹ
？
」 

健
吾
「
え
ổ
俺
連
絡
取
り
た
い
か
ら
連
絡
先
教
え

て
？
」 

亮
「
健
吾
の
彼
女
ば
れ
た
ら
ガ
チ
で
怒
る
だ
ろ
」 

麻
衣
Ｍ
「
あ
な
た
も
浮
気
！
？
」 

健
吾
「
大
丈
夫
だ
ỵ
て
。
良
い
感
じ
に
嘘
つ
け
ば
バ

レ
な
い
ỵ
し
Ỹ
」 

麻
衣
Ｍ
「
や
ỵ
ぱ
り
男
ỵ
て…

最
低
」 

麻
衣
Ｎ
「
私
に
は
大
学
３
年
生
の
時
、
人
生
で
初
め

て
彼
氏
が
で
き
た
」 

 
 

 

麻
衣
の
姿
が
大
学
生
ら
し
く
変
化
。 

 
 

 

麻
衣
の
前
に
は
元
彼
・
杉
山
玄
太
(
２
０
)
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が
現
れ
る
。 

玄
太
「
麻
衣
ち
Ỷ
ん
て
映
画
見
る
の
好
き
？
」 

麻
衣
「
う
ん
！
好
き
だ
よ
」 

玄
太
「
今
度
見
に
行
か
な
い
？
見
た
い
映
画
あ
る
？
」 

麻
衣
「
う
ổ
ん
、
玄
太
君
が
見
た
い
映
画
で
い
い
よ
」 

玄
太
「
好
き
な
ジ
ἀ
ン
ル
は
？
」 

麻
衣
「
玄
太
君
は
何
が
好
き
？
」 

玄
太
「
俺
ア
ク
シ
ἂ
ン
好
き
な
ん
だ
よ
」 

麻
衣
「
じ
Ỷ
あ
ア
ク
シ
ἂ
ン
映
画
見
に
行
こ
」

 

玄
太
「…

そ
ỵ
か
、
わ
か
ỵ
た
」

 

 
 

 

別
の
日 

 
 

 

二
人
の
服
装
変
化
。 

玄
太
「
で
さ
、
こ
の
前
電
車
乗
ỵ
た
ら
隣
の
お
じ
さ

ん
突
然
歌
い
出
し
て
さ
」 

麻
衣
「
(
頷
く
)…

」 

玄
太
「
ご
め
ん
！
ま
た
俺
ば
ỵ
か
し
Ỷ
べ
ỵ
て
た
」 

麻
衣
「
全
然
平
気
だ
よ
？
」 

玄
太
「…

麻
衣
ち
Ỷ
ん
は
？
最
近
な
ん
か
面
白
い
こ

と
あ
ỵ
た
？
」 

麻
衣
「
私
は…

特
に
な
い
か
な
」
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玄
太
「…

そ
う
だ
と
思
ỵ
た
」 

麻
衣
「
ん
？
」 

玄
太
「
う
う
ん…

ど
ỵ
か
ら
だ
ỵ
け
？
」 

 
 

 

別
の
日 

 
 

 

二
人
の
服
装
変
化
。 

 
 

 

険
悪
な
雰
囲
気
の
中
、
麻
衣
が
ス
マ
ホ
で
写

真
を
見
せ
る
。 

麻
衣
「
こ
れ
、
隣
に
写
ỵ
て
る
女
の
子
、
誰
？
」 

玄
太
「
(
舌
打
ち
)…

今
付
き
合
ỵ
て
る
子
」 

麻
衣
「
え
？
私
た
ち
付
き
合
ỵ
て
る
よ
ね
？
な
の
に

付
き
合
ỵ
て
る
子
ỵ
て…

」 

玄
太
「
じ
Ỷ
あ
さ
、
最
近
あ
ỵ
た
面
白
い
話
し
て
み

て
よ
」 

麻
衣
「
突
然
何
？
今
は
そ
ん
な
の
関
係
な
い
で
し
Ỹ
」 

玄
太
「
や
ỵ
ぱ
り
。
言
え
な
い
と
思
ỵ
た
」 

麻
衣
「
や
ỵ
ぱ
り
ỵ
て
ど
う
い
う
意
味
？
」 

玄
太
「
あ
の
さ
、
別
れ
よ
う
俺
達
」 

麻
衣
「
ち
Ỹ
ỵ
と
待
ỵ
て
よ…

原
因
は
？
私
の
話
が

面
白
く
な
い
か
ら
？
私
と
い
て
も
つ
ま
ん

な
い
か
ら
？
」 
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玄
太
「
い
や
、
俺
が
言
い
た
い
の
は…

」 

麻
衣
「
ご
め
ん
ね
、
私
の
せ
い
だ
よ
ね
。
で
も
こ
れ

か
ら
悪
い
所
は
直
す
か
ら…

」 

玄
太
「
だ
か
ら
そ
う
い
う
俺
の
機
嫌
取
り
ば
ỵ
か
で

薄
ỵ
ぺ

ら
い

所
だ

よ
、

俺

が
嫌
い

な
の

は
」 

麻
衣
「…

」 

玄
太
「
麻
衣
ち
Ỷ
ん
に
は
悪
い
け
ど
会
う
の
は
こ
れ

で
最

後
に

し

よ

う
。

お
互

い

の
た

め

に

も
」 

 
 

 

玄
太
、
店
か
ら
出
て
い
く
。 

 
 

 

麻
衣
の
服
装
が
現
代
に
戻
る
。 

麻
衣
「
お
互
い
の
た
め
ỵ
て
、
自
分
の
た
め
で
し
Ỹ
」 

 
 

 

健
太
、
亮
が
話
し
て
い
る
。 

健
吾
「
や
ỵ
た
合
計
人
数
数
え
て
る
？
」 

亮
「
わ
か
ら
ん
け
ど
２
桁
は
超
え
て
る
」 

 
 

 

麻
衣
、
パ
ソ
コ
ン
に
無
我
夢
中
で
入
力
。 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
時
間
経
過
) 

 
 

 

夜 

 
 

 

人
が
少
な
い
店
内
。 

 
 

 

麻
衣
、
執
筆
に
熱
中
。 

光
は
荷
物
を
持
ỵ
て
帰
る
間
際
。 
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麻
衣
「
(E

n
t

e
r

押
し
て
)
ふ
Ỳ
」 

 
 

 
麻
衣
、
や
り
切
ỵ
た
顔
で
時
計
を
見
る
。

 

麻
衣
「
も
う
８
時
だ…

あ
ỵ
と
い
う
間
」 

光
「
麻
衣
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
す
」 

麻
衣
「
あ
ỵ
ど
う
も…

」 

光
「
麻
衣
さ
ん
て
前
も
こ
こ
で
パ
ソ
コ
ン
見
て
ま
せ

ん
で
し
た
？
仕
事
で
す
か
？
」 

麻
衣
「
え
え
、
ま
あ
」

 

光
「
当
て
ỵ
ち
Ỷ
お
ỵ
か
な
？
翻
訳
家
？
」 

麻
衣
「
う
ổ
ん
、
違
い
ま
す
」 

光
「
ジ
ἀ
ổ
ナ
リ
ス
ト
と
か
」 

麻
衣
「
近
い
で
す
け
ど
」

 

光
「
じ
Ỷ
あ
小
説
家
！
」 

麻
衣
「
え
！
あ
た
り
！
」 

光
「
だ
と
思
ỵ
た
！
雰
囲
気
が
ま
さ
に
そ
う
で
す
も

ん
」 

麻
衣
「
そ
う
か
な
？…

で
も
私
は
小
説
界
の
お
荷
物

社
員
で
す
か
ら
。
小
説
家
と
は
言
え
な
い

か
な
」 

光
「
じ
Ỷ
あ
今
書
い
て
た
の
ỵ
て
小
説
じ
Ỷ
な
い
ん
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で
す
か
？
」 

麻
衣
「
一
応
小
説
で
す
け
ど
、
短
編
の

w
e

b

小
説

だ
か
ら…

」 

光
「
そ
れ
だ
ỵ
て
立
派
な
小
説
で
す
よ
。
だ
か
ら
麻

衣
さ
ん
は
小
説
家
で
す
」 

麻
衣
「
そ
う
か
な
？
」

 

光
「
そ
う
で
す
ỵ
て
。
今
ỵ
て
ど
ん
な
の
書
い
て
る

ん
で
す
か
？
」 

麻
衣
「
ん
ổ
自
分
な
り
に
リ
ア
リ
テ
ỻ
あ
る
作
品
を

作
ỵ
て
る
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど
、
ど
う
な

ん
だ
ろ
」 

光
「
ち
Ỹ
ỵ
と
見
し
て
く
だ
さ
い
」

 

麻
衣
「
え
？
」 

 
 

 

光
、
パ
ソ
コ
ン
を
覗
き
込
み
距
離
が
近
い
。 

 
 

 

麻
衣
の
心
臓
の
音
が
鳴
り
響
く
。 

 
 

 

光
、
小
説
を
嬉
々
と
し
て
読
み
進
め
る
。 

 

○
出
版
社
・
駐
車
場
(
夜
) 

 
 

 

高
橋
と
高
橋
の
担
当
が
高
級
車
に
向
か
う
。 

担
当
「
先
生
、
本
日
の
講
演
会
も
大
盛
況
で
し
た
ね
」 
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高
橋
「
フ
Ỻ
ン
の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
て
な
に
よ

り
で
す
」 

担
当
「
次
回
作
の
執
筆
開
始
は
い
つ
頃
を…

」 

高
橋
「
次
回
作
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
保
留
に
さ
せ

て
く
だ
さ
い
」 

担
当
「…

？
」 

高
橋
「
私
も
小
説
界
で
は
も
う
中
堅
で
す
。
そ
ろ
そ

ろ
新
し
い
芽
に
水
を
や
ら
な
い
と
」 

担
当
「
新
人
育
成
に
手
を
広
げ
る
お
つ
も
り
で
？
」 

高
橋
「
こ
の
出
版
社
に
所
属
の
新
人
作
家
を
何
人
か

見
繕
ỵ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」 

担
当
「
新
人
作
家
の
リ
ス
ト
で
す
ね
、
承
知
致
し
ま

し
た
」 

高
橋
「
で
は
、
失
礼
」 

 
 

 

高
橋
、
車
に
乗
り
込
む
。

 

担
当
「
は
い
、
お
気
を
付
け
て
」 

 

○
カ
フ
ỽ
『
ジ
ἀ
ル
ダ
ン
』
(
夜
)

 

 
 

 

光
、
麻
衣
の
小
説
を
読
み
終
え
て
、 

光
「
こ
れ
め
ỵ
ち
Ỷ
面
白
い
じ
Ỷ
な
い
で
す
か
！
」 



55 

 

麻
衣
「
え
？

…

お
世
辞
あ
り
が
と
う
」

 

光
「
本
当
で
す
ỵ
て
！
ラ
ス
ト
で
浮
気
者
が
天
国
で

元
カ
ノ
た
ち
に
復
讐
さ
れ
る
所
と
か
最
高
に
ス

ỿ
キ
リ
し
ま
し
た
！
」

 

麻
衣
「
わ
か
る
？
テ
ổ
マ
は
“

天
国
と
地
獄
”

じ
Ỷ

な
く
て
“

天
国
の
地
獄
”

み
た
い
な
！
」 

光
「
わ
か
り
ま
す
、
わ
か
り
ま
す
！
浮
気
す
る
奴
は

バ
チ
当
た
ỵ
て
当
然
で
す
か
ら
！
」 

麻
衣
「
わ
か
ỵ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
。
(
溜
息
)
こ

れ
も
あ
と
三
か
月
か
」

 

光
「
三
か
月
？
」 

麻
衣
「
そ
う
。
三
か
月
以
内
に
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
取

ら
な
い
と
小
説
続
け
ら
れ
な
い
の
。
で
も

正
直
で
き
る
の
か
な
？
ỵ
て
」 

光
「
麻
衣
さ
ん
な
ら
絶
対
１
位
に
な
れ
ま
す
」 

麻
衣
「
(
光
を
見
つ
め
)…

」 

光
「
こ
れ
何
作
目
で
す
か
？
」 

麻
衣
「w
e

b

小
説
だ
と
１
作
目
」 

光
「
て
こ
と
は
俺
、
フ
Ỻ
ン
第
一
号
だ
」 

麻
衣
「
う
ん
。
そ
う
だ
ね
。
フ
Ỻ
ン
第
一
号
」 
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光
「
フ
Ỻ
ン
代
表
と
し
て
応
援
し
て
ま
す
！
」

 

麻
衣
「
ふ
ふ
。
そ
う
言
ỵ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

お
か
げ
で
ち
Ỹ
ỵ
と
勇
気
出
た
」 

光
「
笑
う
と
も
ỵ
と
か
わ
い
い
で
す
ね
。
麻
衣
さ
ん

ỵ
て
」

 

麻
衣
「
え
？
」 

 
 

 

桜
、
入
店
。 

桜
「
光
？
」 

光
「
あ
、
桜
！
バ
イ
ト
お
疲
れ
」

 

桜
「
光
は
？
バ
イ
ト
終
わ
ỵ
た
？
」 

光
「
も
う
終
わ
ỵ
て
今
帰
る
と
こ
」 

 
 

 

麻
衣
、
気
ま
ず
そ
う
に
二
人
を
見
る
。

 

光
「
桜
、
こ
ち
ら
、
最
近
常
連
に
な
ỵ
た
麻
衣
さ
ん
」 

桜
「
ど
う
も
、
梶
田
桜
で
す
。
駅
前
で
コ
ン
ビ
ニ
の

ア
ル
バ
イ
ト
し
て
ま
す
」 

麻
衣
「
初
め
ま
し
て
。
篠
崎
麻
衣
で
す
」 

光
「
麻
衣
さ
ん
は
ね
、
小
説
家
な
ん
だ
よ
Ộ
」 

麻
衣
「
あ
、
い
や
、
私
は
そ
ん
な…

」 

桜
「
(
遮
ỵ
て
)
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

麻
衣
「
こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 
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光
「
じ
Ỷ
、
俺
達
帰
り
ま
す
」 

麻
衣
「
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
。
早
く
二
人
ỵ
き
り
に
な

り
た
い
で
し
Ỹ
う
し
」 

光
「
じ
Ỷ
あ
遠
慮
な
く
。
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
ね
！

桜
、
行
こ
う
」 

桜
「
う
ん
」 

 
 

 

光
と
桜
、
出
口
に
向
か
う
。

 

 
 

 

麻
衣
、
座
る
。

 

光
「
あ
、
そ
う
だ
」

 

光
は
戻
ỵ
て
き
て
、 

光
「
麻
衣
さ
ん
！
」 

麻
衣
「
ん
？
」 

光
「
１
位
に
な
ỵ
た
ら
絶
対
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
！

そ
れ
じ
Ỷ
、
ま
た
」 

 
 

 

あ
ỵ
け
に
取
ら
れ
る
が
笑
顔
の
麻
衣
。 

 
 

 

ド
ア
を
開
け
、
桜
を
通
す
光
。 

 
 

 

二
人
は
近
い
距
離
で
去
ỵ
て
い
く
。 

麻
衣
「…

仕
事
、
仕
事
」 

 
 

 

麻
衣
、
パ
ソ
コ
ン
で
作
業
す
る
。 
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○
道
路
(
夜
) 

 
 

 
夜
道
を
考
え
に
耽
ỵ
て
歩
く
麻
衣
。 

麻
衣
「
あ
の
人
ỵ
て
一
体

…

」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
麻
衣
の
回
想
) 

 
 

 

カ
フ
ỽ
で
女
性
客
に
囲
ま
れ
る
光
。 

 
 

 

女
性
客
、
キ
ἀ
ピ
キ
ἀ
ピ
喜
ぶ
。 

光
「
カ
メ
ラ
貸
し
て
？
は
い
チ
ổ
ズ
」

 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
麻
衣
の
回
想
) 

カ

フ
ỽ
で
女

性
の
前
で
跪

き
手
を
握
る

光

。 

光
「
お
怪
我
あ
り
ま
せ
ん
か
？
綺
麗
な
手
が
傷
付
い

た
ら
大
変
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

麻
衣
「
で
も
、
さ
ỵ
き
は

…

」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
麻
衣
の
回
想
) 

光
「
浮
気
す
る
奴
は
バ
チ
当
た
ỵ
て
当
然
で
す
か

ら
！
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

麻
衣
「
他
の
男
と
は
違
う
の
か
も
」 

 

○
マ
ン
シ
ἂ
ン
・
入
り
口
前
(
夜
) 
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麻
衣
、
角
を
曲
が
ỵ
て
ご
機
嫌
で
来
る
。 

 
 

 
マ
ン
シ
ἂ
ン
入
り
口
前
で
熱
烈
に
キ
ス
す
る

男
女
。 

麻
衣
「
う
わ
、
カ
ỿ
プ
ル
？
」 

 
 

 

と
物
陰
に
隠
れ
て
様
子
を
伺
う
。 

 
 

 

キ
ス
を
や
め
る
気
配
な
し
。 

麻
衣
「
こ
の
時
間
に
邪
魔
だ
な
Ự
、
も
う
」 

 
 

 

よ
く
見
る
と
キ
ス
に
熱
中
す
る
男
は
光
。

 

 
 

 

相
手
は
桜
で
は
な
い
。 

麻
衣
「
え…

？
」 

 
 

 

光
、
キ
ス
し
つ
つ
麻
衣
を
見
る
。 

 
 

 

麻
衣
、
ハ
ỿ
と
し
て
目
を
そ
ら
す
。 

 
 

 

光
、
無
視
し
て
キ
ス
に
熱
中
。 

麻
衣
「
有
り
得
な
い
ỵ
て
ば
」 

 

○
道
路
(
夜
) 

 
 

 

早
歩
き
の
麻
衣
。 

麻
衣
Ｍ
「
何
？
今
の…

私
の
こ
と
見
た
よ
ね
？
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
麻
衣
の
回
想
) 

 
 

 

光
が
キ
ス
し
つ
つ
麻
衣
を
見
る
。 
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×

 
 

×
 

 
×

 

麻
衣
Ｍ
「
絶
対
に
光
君
だ
ỵ
た…

で
も
光
君
に
は
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

(
麻
衣
の
回
想
) 

 
 

 

光
と
桜
が
抱
き
合
う
様
子
。 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

麻
衣
Ｍ
「
て
こ
と
は
浮
気
？
」 

 
 

 

麻
衣
の
頭
上
に
『
浮
気
ỵ
て
こ
と
？
な
ぜ
私

の
マ
ン
シ
ἂ
ン
の
前
？
絶
対
気
付
い
て
た

よ
ね
？
あ
の
女
性
は
誰
？
』
と
い
う
疑
問

が
浮
か
ぶ
。 

 
 

 

麻
衣
、
全
部
振
り
払
ỵ
て
、 

麻
衣
「
や
ỵ
ぱ
り
男
ỵ
て
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
最

低
！
」 

 
 

 

麻
衣
、
引
き
返
し
て
、 

麻
衣
「
て
か
な
ん
で
私
が
気
使
ỵ
て
遠
回
り
し
て
る

わ
け
？
」 

 
 

 

麻
衣
、
ズ
ン
ズ
ン
歩
く
。

 

 

○
マ
ン
シ
ἂ
ン
の
前
Ộ
家
(
夜
) 

 
 

 

麻
衣
、
角
か
ら
顔
を
出
し
て
マ
ン
シ
ἂ
ン
の
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前
を
確
認
。 

麻
衣
「
い
な
い
よ
ね…

？
」 

 
 

 

男
女
は
い
な
い
。 

麻
衣
、
入
口
へ
。 

麻
衣
「
ほ
ん
と
迷
惑
」 

 
 

 
×

 
 

×
 

 
×

 

 
 

 

麻
衣
、
３
階
に
上
が
り
、
ド
ア
を
開
け
て
家

に
入
る
。

 

 

○
同
・
麻
衣
の
部
屋
(
朝
) 

 
 

 

麻
衣
、
目
覚
ま
し
で
起
き
る
。

 

出
か
け
る
準
備
を
す
る
。 

 
 

 

準
備
が
終
わ
り
、
ド
ア
に
手
を
か
け
て
、 

麻
衣
「
あ
の
カ
フ
ỽ
も
う
行
け
な
い
よ
」 

 
 

 

麻
衣
、
ガ
チ
ἀ
ỵ
と
ド
ア
を
開
け
る
。 

 
 

 

と
同
時
に
隣
の
家
の
ド
ア
が
開
く
。 

 
 

 

麻
衣
が
顔
を
上
げ
る
と
、
そ
れ
は
光
。

 

麻
衣
・
光
「
え
？
」 

 

○
出
版
社
・
廊
下
Ộ
会
議
室 
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高
橋
、
廊
下
を
颯
爽
と
歩
く
。

 

 
 

 
後
ろ
に
は
編
集
⾧
・
上
田
含
む
仕
事
関
係
者

が
複
数
。 

担
当
「
今
度
行
わ
れ
る
、
桐
川
恵
梨
香
と
の
対
談
は

水
曜
日
の
予
定
で
す
」 

高
橋
「
そ
の
日
の
取
材
は
？
」 

担
当
「
午
後
に
ま
と
め
て
全
部
で
３
つ
で
す
」

 

高
橋
「
了
解
」 

上
田
「
高
橋
先
生
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
ỵ
て
ま
す
。

今
回
の
新
作
も
好
調
で
す
よ
」 

高
橋
「
い
え
、
熱
心
な
プ
ロ
モ
ổ
シ
ἂ
ン
の
お
か
げ

で
す
」 

 
 

 

会
議
室
に
入
る
一
行
。 

担
当
「
こ
ち
ら
、
例
の
新
人
作
家
リ
ス
ト
で
す
」 

 
 

 

と
担
当
が
資
料
を
提
示
。 

 
 

 

高
橋
、
資
料
を
手
に
取
り
じ
ỵ
く
り
眺
め
る
。 

高
橋
「
(
意
味
あ
り
げ
に
)
篠
崎
麻
衣
さ
ん…

か
」

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
し
ま
い 

 


